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a)要旨 

温暖化に伴う全球規模の海霧の変化を調査した。海霧は、海面付近の大気の暖気移流に

よって生じる場合が多いが、海霧の温暖化に伴う変化も、暖気移流の変化と非常によい対

応があることがわかった（Kawai et al. 2016）。 

 

b)本文 

（１）はじめに 

中緯度海洋上にしばしば発生する海霧は、人間生活においても海上交通に大きく影響す

ると共に、地球の放射収支への影響も無視できないため、気候予測における重要なターゲ

ットである。そこで、MRI-CGCM3（Yukimoto et al. 2012）を使った、amip、amip4K（全

球の海面水温を一様に 4K 上昇させた AMIP 実験）、amipFuture（海面水温を、CMIP マ

ルチモデルにより予測された海面水温分布パターンに基づいて平均で4K上昇させたAMIP

実験）の実験結果を解析し、海霧の将来変化を調査した。 

 

（２）結果 

 本研究では、モデル面第一層の雲を霧とみなす。まず、船舶観測データ、衛星ライダ

ーデータ（Hagihara et al. 2010）を使い（Kawai et al. 2015）、モデルの海霧の分布を検

証したところ、その分布の気候値は、観測データの特徴をよくとらえていることが示され

た。次に、モデルの海霧の発生のメカニズムを調べたところ、ほとんどは、海面付近の暖

気移流によって、暖かく湿った空気が冷たい海面によって冷やされて発生する移流霧であ

ることがわかった。 

そして、この温暖化に伴う変化を調べたところ、北半球の夏季には、北太平洋の中部、

及び、大西洋ニューファンドランド島近くで霧が減少し、北太平洋の東部で霧が増加する

傾向が見られた（図 1a）。また、北半球の冬季には、北太平洋東部で、霧の増加及び減少が

対となって現れていた（図 1b）。これらの霧の変化は、夏季には、将来における北太平洋高

気圧の弱化に伴い、北太平洋中部で暖気移流が弱まり、また、北太平洋東部では暖気移流

が強まることによる（図 1c）。また、北アメリカ大陸上の低圧部の弱化により、ニューファ

ンドランド島付近の暖気移流が弱まることが、この付近の霧の減少に対応している。冬季

には、アリューシャン低気圧の南東側の北太平洋東部の気圧が下がることが、この付近の

霧の増減をもたらしている（図 1d）。すなわち、大気循環の変化により、海霧の変化がほぼ



説明できることが示された（Kawai et al. 2016） 

これらの変化は、amip4K 実験でも、amipFuture 実験でも共通して見られると共に、

こうした気圧の変化パターンは、CMIP5マルチモデルデータを使っても同様に見られ、信

頼性が高いと言える。 

さらに、南半球における海霧の将来変化や、海霧が変化することによる雲フィードバッ

クへの寄与も調査した。また、南北風速と海霧の発生頻度や霧の内部の雲水量には非常に

よい相関があるが、将来気候においては、現在気候と同じ暖気移流に対しても、霧の内部

の雲水量が大きくなることも明らかになった。 
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図１：(a, b) 霧の発生頻度（単位%）。等値線は amip の気候値、陰影が amip と amip4K の差

（amip4K－amip）。(c, d) 海面気圧と 10m風速の、amipと amip4Kの差（陰影・等値線：

海面気圧（単位 hPa）、矢印：風速（単位 m/s））。左列が 7 月、右列が 1 月の結果。1979

－2009年の 31年分のデータを使用している。 


